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議案審議の概要

〈議第 92 号〉　 その他、歳出の主な内容
●職員構成の変動等による人件費� △ 5,718 万 8,000 円
●ふるさと納税推進事業� 1,582 万 1,000 円
●自立支援給付等事業� 9,541 万 5,000 円
●児童福祉施設整備費補助金� 2,480 万 6,000 円

〈議第 102 号〉　災害復旧事業の主な内容
●林道維持管理事業� 1,250 万円
●公共土木施設災害復旧事業� 1 億 5,540 万円

議案審議の概要

農
政
課
で
は
、
元
山
中
地
区
や
台
崎

地
区
の
農
地
や
農
道
佐
野
３
号
線
と
農

免
農
道
市
山
・
佐
野
線
を
、
河
川
か
ら

の
農
業
用
水
頭
首
工
に
つ
い
て
は
、
大

場
川
の
萩
用
水
頭
首
部
等
の
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
林
道
に
つ
い
て
は
、
箱

根
の
里
へ
向
か
う
林
道
北
箱
根
山
線
や

林
道
三
ツ
谷
線
な
ど
の
工
事
と
な
る
。

農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
農
道
谷
田

10
号
線
や
農
道
三
ツ
谷
観
音
・
洞
中
線

な
ど
４
路
線
の
復
旧
等
も
実
施
す
る
。

○
高
齢
者
バ
ス
等
利
用
助
成
事
業

�

６
０
０
万
円

年
度
内
に
70
歳
以
上
に
な
る
方
に
バ

ス
等
利
用
助
成
券
を
交
付
す
る
本
事
業

○
災
害
復
旧
事
業

�

２
億
４
８
０
６
万
１
千
円

10
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
に
よ
る

被
害
の
復
旧
に
か
か
る
経
費
を
追
加
し

ま
す
。林
道
の
路
肩
修
繕
や
土
砂
撤
去
、

農
道
修
繕
な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
対
象
と
な
る
路
線
・
河
川
・�

地
域
は

答
弁
土
木
課
で
は
、
修
繕
料
で
三

島
総
合
病
院
付
近
に
あ
る
市
道
谷
田

１
６
８
号
線
ほ
か
２
路
線
と
夏
梅
木
川

ほ
か
１
河
川
を
、
工
事
請
負
費
で
市
道

山
田
20
号
線
ほ
か
２
路
線
と
山
田
川
ほ

か
１
カ
所
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
。

災
害
復
旧
に
向
け
て
早
急
に
対
応

一般会計予算を
増額補正

係
、
映
像
関
係
、
そ
し
て
体
育
館
の
外

で
行
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
委
託

す
る
。

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
も
兼

ね
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
種
目
で

あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
の
出
前
講
座
を
、
市
内

小
中
学
校

で
実
施
す

る
計
画
で

あ
る
。

◆
陳
情
の
委
員
会
付
託

日
清
プ
ラ
ザ
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

三
島
店
店
舗
内
期
日
前
投
票
所
開
設
に

関
す
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
11

月
定
例
会
最
終
日
に
総
務
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
閉
会
中
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

に
75
歳
以
上
の
方
は
タ
ク
シ
ー
乗
車
で

も
２
枚
使
用
が
可
能
。今
年
度
か
ら
は
、

さ
ら
に
使
用
促
進
を
目
的
に
、
対
象
者

全
員
に
郵
送
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

今
ま
で
申
請
を
た
め
ら
っ
て
い
た
方
や

助
成
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
方
も
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
昨
年
度
と

比
べ
、
利
用
者
数
お
よ
び
利
用
件
数
が

増
加
し
、
よ
り
多
く
の
方
の
外
出
支
援

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

○
障
が
い
者
施
策
推
進
事
業　
　
　

�

３
０
０
万
円

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
機
運

醸
成
や
障
が
い
を
持
つ
方
へ
の
理
解
促

進
、
障
が
い
を
持
つ
方
自
身
の
健
康
増

進
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
る
経
費

を
増
額
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
イ
ベ
ン
ト
の
委
託
事
業
の
内
容

は答
弁
大
会
開
催
の
約
２
０
０
日
前
に

あ
た
る
令
和
２
年
２
月
15
日
（
土
）
に
、

市
民
体
育
館
を
会
場
と
し
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
全
般
の
紹
介
と
、
各
種
体

験
を
複
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
く
。

会
場
装
飾
、
舞
台
や
音
響
、
展
示
関

○
公
用
自
動
車
管
理
事
業

�

23
万
５
千
円 　
　

　

公
用
車
の
事
故
防
止
や
、
事
故
の
際

の
原
因
究
明
の
た
め
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
購
入
に
か
か
る
経
費
を
追

加
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
整
備
率
と
今
後
の
整
備
予
定
は

答
弁
管
財
課
が
集
中
管
理
す
る
公
用

車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
整
備
状

況
は
、
共
用
バ
ス
お
よ
び
副
市
長
車
を

含
め
た
集
中
管
理
公
用
車
38
台
中
23
台

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
約
60
％
の
整
備

率
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
補
正
予
算

で
14
台
の
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

リ
ー
ス
車
両
の
導
入
を
予
定
す
る
副
市

長
車
を
除
き
、
全
て
の
車
両
に
設
置
が

完
了
す
る
。

◇
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

「
国
に
よ
る
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制

度
創
設
」
並
び
に
、「
福
祉
医
療
制
度

の
実
施
に
伴
う
国
保
国
庫
負
担
金
の
削

減
措
置
廃
止
」
を
求
め
る
意
見
書
と
、

主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
関
わ
る
県

条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
、
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

〈議第 92 号〉
【令和元年度三島市一般会計補
正予算 ( 第６号 )】（全会一致）
■補正予算額　
　６億 3,311 万 7,000 円

〈議第 102 号〉
【令和元年度三島市一般会計補
正予算 ( 第７号 )】（全会一致）
■補正予算額　
　２億 4,806 万 1,000 円

・意見書の提出
・陳情の付託
・人事案件

令和元年
11月定例会
11月26日～12月10日

会期：15日間

に
つ
い
て
、
交
付
方
法
の
変
更
や
利
用

者
が
当
初
想
定
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
経
費
を
追
加
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
高
齢
者
外
出
支
援
の
た
め
の
本

事
業
の
内
容
お
よ
び
利
用
者
増
の
理
由

は答
弁
本
事
業
は
高
齢
者
施
策
の
一
環

と
し
て
、
１
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円

の
助
成
券
を

１
人
当
た
り

年
間
30
枚
交

付
す
る
こ
と

で
、
外
出
支

援
を
す
る
も

の
。
伊
豆
箱

根
鉄
道
駿
豆

線
で
も
利
用

で
き
、
さ
ら

詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。
三島市議会

　

  

人
事
案
件
に
同
意

【
三
島
市
監
査
委
員
】�

𫝆い
ま
井い　

信の
ぶ

義よ
し 

氏

【
三
島
市
教
育
委
員
会
委
員
】

�

安あ
ん

藤ど
う　

宏ひ
ろ

通み
ち 

氏

【
三
島
市
外
４
組
合
公
平
委
員
会
委
員
】

�

稲い
な
田だ　

精せ
い
治じ 

氏

議員研修会
新潟県立大学准教授の田口一博氏を講師に迎え、「議
会改革の流れと議会・議員の果たすべき役割」をテー
マに、議員研修会を開催しました。

15 日　�議会報告会（中郷文化プラ
ザ・市民活動センター・生
涯学習センター）

16日　�議会報告会（大社町別館・
錦田公民館）

19日　�各派代表者会議、議会運営
委員会、議案説明会、議会
だより編集委員会

20日　�東部地区 6市 4町議会議長連絡会
26 日～ 12月 10日　11月定例会
26 日　�各派代表者会議、本会議（議

案審議）

29日　議会報告会運営会議

 3・4・5・6・9日　本会議（一般質問）
 3 日　�各派代表者会議、議会運営

委員会、議案説明会
10日　本会議（議案審議）
12日　議会だより編集委員会
13日　�年末の交通安全県民運動一

斉街頭広報
17日　�議員研修会、議会報告会運

営会議

10
1・2日　経済建設委員会行政視察
 2 日　議会だより編集委員会
10日　東部地区市議会議長会
11日　議会報告会運営会議
28・29日　議会運営委員会行政視察
31日　各派代表者会議

 1 日　議会だより編集委員会
 5日　静岡県市議会議長会定期総会
 7 日　議会報告会運営会議
13日　議会報告会（北上文化プラザ）

11

12

Pick up 

Pick up 

■今回の議案は…

市長提出議案12件
議会提出議案 2件
陳情　　　　 1件



中
村
　
仁
（
緑
水
会
）

市
民
の
生
命
・
安
心
・
財
産
を
守
る
排
水
ポ
ン
プ
車

Q
台
風
19
号
の
際
、
中
部
地
方
整
備
局
か
ら
借
り
た
ポ
ン

プ
車
が
市
民
の
た
め
に
活
躍
し
た
。
不
安
な
豪
雨
災
害
に
備

え
、
三
島
市
で
購
入
で
き
な
い
か
。

A
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
迅
速
な
排
水
活
動
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
排
水

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排
水

作
業
は
、
非
常
に
有
効

な
浸
水
対
策
手
段
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
令
和
２
年
度
の
当

初
予
算
に
お
い
て
排
水

ポ
ン
プ
車
の
購
入
に
向

け
、
検
討
し
て
い
く
。

小
山
三
軒
家
線
中
心
に
都
市
計
画
道
路
の
再
検
証

Q
昭
和
36
年
か
ら
計
画
さ
れ
未
着
工
の
小
山
三
軒
家
線
の

整
備
は
、
１
０
０
億
円
以
上
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
計
画

の
再
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
三
島
市
を
含
む
６
市
４
町
の
東
駿
河
湾
広
域
都
市
圏
で

ま
と
め
ら
れ
た
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
来
年

度
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
第
２
回
目
の
都
市
計
画
道
路
の

必
要
性
再
検
証
を
実
施
す
る
べ
く
、
準
備
を
し
て
い
る
。

宮
下
　
知
朗
（
新
未
来
21
）

避
難
所
停
電
対
策
と
し
て
可
搬
型
蓄
電
池
の
整
備
を

Q
屋
内
使
用
や
暴
風
雨
時
な
ど
に
使
用
が
制
限
さ
れ
る
、

可
搬
型
エ
ン
ジ
ン
式
発
電
機
の
代
替
え
と
し
て
、
可
搬
型
蓄

電
池
の
整
備
を
進
め
て
は
い
か
が
か
。

A
可
搬
型
エ
ン
ジ
ン
式
発
電
機
は
、
屋
内
で
使
用
で
き
な

い
上
、
暴
風
雨
時
に
は
屋
外
で
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

避
難
者
の
方
が
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
等
に

使
用
で
き
る
よ
う
、
令
和
２
年
度
以
降
、
可
搬
型
蓄
電
池
の

整
備
に
要
す
る
費
用
の
予
算
計
上
を
検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）の
積
極
的
な
活
用
を

Q
避
難
所
の
運
営
に
対
す
る
理
解
と
共
助
の
精
神
を
醸
成

す
る
た
め
、
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
な
ど
で
避
難
所

運
営
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

A
す
で
に
北
上
中
学
校
と
中
郷
西
中
学
校
で
は
実
施
し
て

お
り
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
皆
さ
ま
等
と
連
携

し
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を

は
じ
め
と
し
た
防
災
出
前
講

座
を
さ
ら
に
積
極
的
に
活
用

す
る
等
、
防
災
教
育
の
一
層

の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

各
学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

保
育
需
要
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

他
の
質
問
事
項

藤
江
　
康
儀
（
改
革
み
し
ま
）

歳
入
・
雇
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
企
業
誘
致

Q
現
在
の
補
助
金
で
は
、
企
業
に
対
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
な
い
。
三
ツ
谷
工
業
団
地
最
後
の
第
４
区
画
へ
誘

致
す
る
た
め
、
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

A
大
規
模
用
地
を
購
入
す
る
場
合
、
現
在
の
補
助
限
度
額

で
は
、
用
地
取
得
費
に
対
す

る
相
対
的
な
補
助
率
が
低
く

な
り
、
か
つ
市
民
の
新
規
雇

用
の
後
押
し
と
な
ら
な
い
。

三
島
市
の
企
業
誘
致
の
優
位

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
税

収
が
期
待
で
き
る
要
件
に
基

づ
く
、
上
乗
せ
等
の
制
度
改

正
を
検
討
す
る
。

本
市
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

Q
水
害
な
ど
有
事
の
際
、
市
・
警
察
・
消
防
団
の
情
報
共

有
お
よ
び
指
示
・
指
導
・
命
令
等
が
慎
重
か
つ
正
確
で
あ
る

必
要
が
あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
台
風
19
号
に
係
る
課
題
を
踏
ま
え
、
改
め
て
消
防
団
と

市
・
警
察
当
局
が
情
報
を
共
有
し
、
水
害
時
の
河
川
監
視
や

道
路
冠
水
の
際
の
通
行
止
め
等
に
関
す
る
役
割
分
担
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
団
員
の
身
の
安
全
を
最
優
先
に
し
て
活

動
に
あ
た
る
よ
う
、
団
長
か
ら
指
示
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
等
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

岡
田
　
美
喜
子
（
新
未
来
21
）

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
の
た
め
の
人
材
確
保

Q
観
光
振
興
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
施
策
を
目
的
に
、
専
門
的
な

人
材
を
兼
業
や
副
業
で
採
用
し
、
行
政
課
題
の
解
決
や
職
員

の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

A
す
で
に
、
Ｉ
Ｔ
関
連
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
研
修
会
を
民

間
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
知
識
の
習
得
等
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
。
専
門
的
な
人
材
の
採
用
は
、
雇
用
条
件
等
を

含
め
活
用
す
べ
き
フ
ィ
ー
ル
ド
や
明
確
な
目
的
な
ど
を
整
備

し
、
他
市
町
か
ら
効
果
等
の
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

通
学
区
域
の
変
更

Q
来
年
度
、
錦
田
中
学
校
と
北
中
学
校
の
通
学
区
域
が
変

更
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
通
学
区
域
が
変
更
さ
れ

る
の
か
伺
う
。

A
学
区
変
更
は
「
①
学
校
適
正
規
模
に
十
分
留
意
、
②
地

区
住
民
９
割
以
上
の
賛
同
署
名
添
付
、
③
周
辺
自
治
会
に
説

明
確
認
を
し
た
」
こ
れ
ら

を
満
た
し
た
上
で
、“
学
校

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
で
あ
る
”
と
の
方
針
に

照
ら
し
て
も
な
お
、
変
更

が
ふ
さ
わ
し
い
か
を
通
学

区
域
審
議
会
で
ご
審
議
い

た
だ
く
。

石
井
　
真
人
（
新
政
会
）

医
療
保
健
福
祉
の
一
体
的
拠
点
を
整
備
で
き
な
い
か

Q
東
街
区
に
健
康
医
療
拠
点
を
作
ら
ず
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
を
移
設
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
社
会
福
祉
会
館
も
施

設
内
に
移
動
さ
せ
て
一
体
化
し
て
は
ど
う
か
。

A
健
康
と
福
祉
の
公
共
施
設
を
一
元
化
す
る
拠
点
施
設
に

つ
い
て
は
、
関
係
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
意
向
を
伺
っ

て
み
る
と
と
も
に
、
他
市
町

の
事
例
等
の
調
査
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
機
能
の
有
効

性
、
立
地
条
件
、
財
政
的
問

題
等
を
勘
案
し
可
能
性
に
つ

い
て
今
後
研
究
し
て
い
く
。

職
員
退
職
基
金
１
億
７
千
万
円
を
取
り
崩
し
た
理
由

Q
前
市
政
に
お
い
て
、
８
年
間
で
積
み
立
て
た
１
億 

７
千
万
円
の
基
金
を
、
豊
岡
市
政
の
９
年
間
で
２
０
５
万
円

ま
で
取
り
崩
し
た
理
由
を
伺
う
。

A
基
金
は
、
多
く
の
団
塊
の
世
代
が
退
職
し
多
額
の
退
職

金
が
必
要
と
な
る
際
の
支
出
を
平
準
化
す
る
た
め
に
積
み
立

て
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
平
成
18
年
度
か
ら

29
年
度
に
か
け
て
取
り
崩
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
退
職

金
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
予
算
で
支
出
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

東
街
区
の
医
療
機
能
に
つ
い
て
医
師
会
と
の
調
整
は

他
の
質
問
事
項

一般質問ここが
 聞きたい！

河
野
　
月
江
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

危
険
木
か
ら
住
民
の
安
全
を
守
る
施
策
の
充
実
を

Q
台
風
等
に
よ
る
倒
木
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
他
市

町
に
倣
い
、
町
内
会
等
に
よ
る
危
険
木
除
去
を
支
援
す
る
制

度
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
樹
木
の
管
理
責
任
は
所
有
者
に
あ
る
が
、
樹
木
除
去

の
費
用
負
担
が
困
難
で
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
樹
木
の
存
在
も
事
実
で

あ
る
。
危
険
木
除
去
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、
市
の
補

助
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
公
益
性
・
公
平
性
等
を

含
め
他
市
町
の
事
例
等
を
参

考
に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

市
民
が
望
む
三
島
市
の
将
来
像
と
第
４
次
総
合
計
画

Q
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
の
健
康
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
、
検
証
が
ど
う
な
さ
れ
、
再
計
画
づ
く
り
に
市
民
が

ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
外
出
す
る
機
会
の
創
出
や
、
自
然
と
歩
く
仕
組
み
に
力

を
入
れ
、
各
期
に
掲
げ
て
い
る
コ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
証

し
、
新
た
な
発
想
も
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
直
接
の
参
画
は
な
か
っ
た
が
、
民
間
団
体
の

委
員
を
含
む
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
て
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
。

公
立
小
中
学
校
給
食
で
の
除
去
食
対
応
の
実
施
を

他
の
質
問
事
項

45 みしま市議会だより　令和 2年 2月１日 みしま市議会だより　令和 2年 2月１日



沈
　
久
美
（
新
政
会
）

小
中
学
校
給
食
の
残
食
率
は
改
善
し
て
い
る
か

Q
食
育
都
市
・
三
島
が
誇
る
週
５
回
の
完
全
米
飯
給
食
は

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、栄
養
価
は
高
く
評
価
す
る
が
、

残
食
は
ど
う
か
。
そ
の
推
移
を
伺
う
。

A
総
残
食
率
は
小
学
校
で
平
成
17
年
度
は
４
％
で
、
完

全
米
飯
給
食
を
始
め
た
22
年
度
に
は
１
・
９
％
と
減
少
し
、

30
年
度
は
１
・
３
９
％
だ
っ

た
。
中
学
校
で
は
17
年
度
は

１
３
・
３
％
で
30
年
度
は
７
・

５
９
％
と
減
少
し
た
。
残
食

へ
の
対
応
は
無
理
な
指
導
は
せ

ず
、
個
々
の
児
童
生
徒
に
合
わ

せ
た
給
食
指
導
を
し
て
い
る
。

給
食
の
砂
糖
の
使
用
量
は
基
準
を
超
え
て
い
な
い
か

Q
砂
糖
の
過
剰
摂
取
は
虫
歯
や
肥
満
な
ど
の
原
因
と
な

る
。
献
立
表
か
ら
は
使
い
す
ぎ
の
感
が
否
め
な
い
。
砂
糖
摂

取
の
基
準
値
に
対
す
る
充
足
率
を
問
う
。

A
砂
糖
の
摂
取
量
と
目
安
と
な
る
基
準
量
へ
の
充
足
率
は

小
学
校
が
３
・
４
１
ｇ
で
１
１
４
％
、
中
学
校
は
５
・
８
４
ｇ

で
１
４
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
１
日
25
ｇ
程
度
と
し
て
い
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
指
針
か
ら
も
標
準
的
な
範
囲
と
考
え
る
が
、
砂
糖

が
入
っ
た
デ
ザ
ー
ト
を
果
物
に
替
え
る
な
ど
過
剰
摂
取
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

よ
り
伝
統
的
に
近
い
中
学
向
け
新
献
立
の
可
能
性
は

服
部
　
正
平
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

市
民
の
健
幸
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

Q
健
康
交
流
拠
点
「
み
し
ま
健
幸
塾
」
の
利
用
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
健
幸
塾
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
意
識
・
動

向
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
。

A
利
用
者
数
は
、
体
組
成
計
測
定
者
、
マ
イ
レ
ー
ジ
利
用

者
、
タ
ニ
タ
健
康
く
ら
ぶ
の
新
規
入
会
や
更
新
な
ど
、
９
月

末
時
点
で
延
べ
６
２
７
５

人
と
な
っ
て
い
る
。
タ
ニ

タ
健
康
く
ら
ぶ
へ
の
加
入

総
数
も
２
千
人
を
超
え
、

み
し
ま
健
幸
塾
の
存
在
は
、

意
識
の
醸
成
に
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

新
制
度
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
契
約

Q
新
制
度
の
目
的
は
処
遇
改
善
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市
に

お
け
る
非
正
規
職
員
の
雇
用
契
約
は
、
均
等
待
遇
を
前
提
に

不
安
な
く
交
わ
さ
れ
る
か
。

A
原
則
と
し
て
、
１
会
計
年
度
内
が
任
用
期
間
で
あ
り
、

給
料
は
正
規
職
員
と
同
じ
給
料
表
に
当
て
は
め
な
が
ら
、
さ

ら
に
一
定
の
条
件
の
も
と
、
期
末
手
当
や
通
勤
手
当
等
を
支

給
し
て
い
く
。
任
用
は
公
募
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
書
類
審

査
や
面
接
等
を
行
い
、
公
平
な
雇
用
機
会
を
設
け
る
予
定
で

あ
る
。

他
の
質
問
事
項

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
待
機
所
を
楽
寿
園
駅
前
口
へ

杉
澤
　
正
人
（
新
政
会
）

青
少
年
相
談
室
の
相
談
業
務

Q
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
で
の
相
談
以
外
に
、
公
民
館
な

ど
市
内
の
公
共
施
設
で
も
相
談
・
面
接
が
行
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
今
ま
で
面
接
に
至
ら
な
か
っ
た
案
件
を
支
援
に
つ
な

げ
、
児
童
生
徒
の
み
で
な
く

青
年
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
指
導
を
組
織
的
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
た
め
、
方
策
と
し
て
北

上
公
民
館
、
中
郷
公
民
館
で

の
実
施
を
調
整
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
学
校
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ

Q
新
た
な
任
用
制
度
に
よ
り
、
学
校
支
援
員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

実
質
的
な
雇
い
止
め
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
な
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

A
全
て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
原
則
、
１
会
計
年
度

内
で
の
任
用
だ
が
、
再
任
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
人

事
評
価
等
に
よ
る
客
観
的
根
拠
を
も
と
に
、
本
人
の
意
向
も

尊
重
し
つ
つ
経
験
や
実
績
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
人
材
確

保
の
点
か
ら
も
慎
重
に
再
任
用
の
可
否
を
決
定
し
て
い
く
。

他
の
質
問
事
項

罹り

災さ
い
証
明
の
発
行
業
務
に
つ
い
て

村
田
　
耕
一
（
公
明
）

大
場
川
上
岩
崎
公
園
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収

Q
大
場
川
で
上
岩
崎
公
園
付
近
の
滝
下
に
、
上
流
か
ら
流

れ
て
き
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
た
ま
る
所
が
あ
る
が
、
そ

の
回
収
を
市
で
対
応
で
き
な
い
か
。

A
日
頃
、
近
所
の
方
や
環
境
美
化
活
動
団
体
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
ご
み
を
回
収
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
大
場

川
に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
静
岡
県
に
相
談
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
河
川
で
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ

り
発
見
し
た
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
市
で
回
収
処
分
を
行
っ

て
い
る
。

停
電
予
防
の
対
策

Q
停
電
の
多
発
エ
リ
ア
で
電
線
に
か
か
り
そ
う
な
樹
木
情

報
を
集
約
し
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
５
月
頃
に
対
策
打
ち
合

わ
せ
会
を
実
施
で
き
な
い
か
。

A
停
電
の
主
な
原
因
に
つ
い
て
電
力
会
社
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
強
風
で
飛
ば
さ
れ
た
飛
来
物
や
樹
木
等
の
電
線
へ
の

接
触
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
自
治
会
単
位
な

ど
で
樹
木
等
の
電
線
へ
の

接
触
情
報
を
集
約
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
対
策
打
ち

合
せ
会
を
実
施
せ
ず
と
も
、

市
か
ら
電
力
会
社
へ
情
報

提
供
を
行
う
。

大
石
　
一
太
郎
（
新
政
会
）

商
店
街
・
個
店
の
活
性
化
に
向
け
た
商
業
戦
略
と
は

Q
大
通
り
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
央
町
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎

跡
地
と
、
銀
行
支
店
跡
地
へ
の
誘
致
や
活
用
に
つ
い
て
、
商

店
街
な
ど
と
意
見
交
換
が
で
き
な
い
か
。

A
大
通
り
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
に
公
共
施
設
を
建
設
す

る
構
想
は
な
い
が
、
土
地
所
有
者
に
は
１
階
部
分
へ
の
商
業

施
設
の
配
置
な
ど
に
ぎ
わ
い

創
出
に
配
慮
を
お
願
い
し
て

お
り
、
可
能
な
範
囲
で
市
も
関

わ
っ
て
い
く
。
土
地
所
有
者
の

意
向
を
尊
重
し
た
い
た
め
、
地

域
と
の
意
見
交
換
会
は
予
定

し
て
い
な
い
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
と
市
民
後
見
人
の
養
成

Q
利
用
者
は
対
象
者
の
２
％
と
少
な
い
。
権
利
保
護
の
た

め
に
も
制
度
内
容
や
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

等
、
市
民
説
明
を
徹
底
し
周
知
で
き
な
い
か
。

A
成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
高
齢
者
等
で
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
を
支
え
る
制
度
で
あ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
に

三
島
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
会
館
内
に
開

設
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
設
の
相
談
窓
口
の
ほ
か
専

門
職
に
よ
る
定
期
相
談
が
あ
り
、
親
族
後
見
人
等
の
支
援
も

行
っ
て
い
く
。

他
の
質
問
事
項

発
達
支
援
に
向
け
た
保
育
・
療
育
体
制
の
構
築
を

川
原
　
章
寛
（
新
未
来
21
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

Q  

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
、
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
基
づ
き
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特

に
地
域
の
担
い
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
今
後

充
実
が
必
要
で
あ
り
、
市
と
し
て

も
支
援
し
て
い
く
。

Q
徒
歩
圏
内
に
お
け
る
居
場
所
の
全
市
的
な
展
開
に
よ
る

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
助
成
制
度
の
拡
充
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
助
成
制
度
を
利
用
し
、
利
用
期
間
が
終
了
し
た
自
治
会
、

町
内
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、
活
動
費
用
の

不
足
を
理
由
に
事
業
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
助
成
制
度
と
な
る
よ
う
同
様
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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土
屋
　
利
絵
（
改
革
み
し
ま
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発

Q
開
発
し
た
場
合
と
、
し
な
か
っ
た
場
合
の
損
益
分
岐
点

に
つ
い
て
伺
う
。

A
三
島
市
の
負
担
額
が
56
億
円
、
土
地
の
買
い
戻
し
額
が

24
億
円
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
寄
付
金
が
10
億
円
、
駐
車

場
収
入
が
現
状
で
１
億
円
、
新
規
で
は
７
千
万
円
、
開
発
に

よ
る
税
収
効
果
が
２
億
円
と
い
う
条
件
で
試
算
を
す
る
と
、

開
発
を
し
た
場
合
、
19
年
後
に
開
発
を
し
な
い
場
合
の
収
支

額
を
逆
転
す
る
。

Q
再
開
発
を
成
功
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
街
中
の
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
市
民
の
方
々
と
共
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
事
業
完
了
ま
で
に
は
時
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
周
辺
商
店
街
な
ど
と
具
体
的
な

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
事
業
区
域
の
み
な
ら

ず
、
よ
り
広
範
囲
の
価
値
の
維

持
向
上
に
資
す
る
運
営
手
法
、

体
制
等
の
構
築
に
努
め
る
。

堀
江
　
和
雄
（
公
明
）

ひ
き
こ
も
り
支
援
と
実
態
調
査

Q
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
定
義
お
よ
び
そ
の
現
状
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。

A
ひ
き
こ
も
り
は
、
原
則
的
に
６
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て

家
庭
に
と
ど
ま
り
続
け
て
い
る
状
態
を
指
す
現
象
で
あ
る
。

市
に
直
接
相
談
が
あ
り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
場
合
や
、

障
が
い
な
ど
で
生
活
支
援
や
福
祉
的
就
労
の
場
が
必
要
な
場

合
に
は
、
市
の
福
祉
部
門
が
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

補
助
金
事
業
の
見
え
る
化
と
行
政
評
価

Q
三
島
市
単
独
で
行
う
事
業
補
助
金
の
件
数
や
金
額
な
ど

現
状
の
実
績
・
検
証
を
踏
ま
え
て
、
次
年
度
予
算
へ
ど
の
よ

う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

A
次
年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
財
政
経
営
部
長

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
例
年
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
令
和
２
年
度
当
初

予
算
編
成
か
ら
は
、
新
た
に
策

定
し
た
三
島
市
補
助
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
事
業
の
採
点

評
価
に
よ
り
、
補
助
金
の
継
続
・

見
直
し
・
廃
止
の
判
定
を
実
施

す
る
。

三
島
市
の
将
来
に
向
け
た
都
市
格

他
の
質
問
事
項

甲
斐
　
幸
博
（
緑
水
会
）

三
島
市
の
財
政
を
安
定
さ
せ
る
対
策

Q
当
市
の
財
政
は
、
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
大
変

厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
。
財
政
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
。

A
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
確
保
、
歴
史
文
化
や
せ
せ
ら
ぎ

を
活
用
し
た
観
光
産
業
の
活
性
化
、
三
島
駅
南
口
再
開
発
を

含
む
に
ぎ
わ
い
の
創
出
等
に
よ
る
市
税
の
増
収
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
・
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス

な
ど
三
島
ら
し
さ
の
推
進
に
よ
り
、
移
住
定
住
人
口
の
増
加

が
重
要
で
あ
る
。

三
島
市
水
道
事
業
の
課
題

Q
老
朽
管
の
更
新
状
況
や
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
主
要
施

設
の
耐
震
化
な
ど
、
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

A
老
朽
管
の
更
新
は
、
過
去
に
漏
水
事
故
の
発
生
し
た

管
路
や
、
管
の
腐
食
に
よ
り
、
さ

び
に
よ
っ
て
赤
水
の
発
生
す
る

管
路
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
。

施
設
の
耐
震
化
は
、
伊
豆
島
田

浄
水
場
の
外
２
カ
所
を
更
新
し
、

２
０
１
９
年
度
は
、
３
カ
年
を
か

け
て
富
士
見
台
の
高
区
配
水
場
の

更
新
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

観
光
客
１
千
万
人
を
目
指
す
取
り
組
み

他
の
質
問
事
項

佐
藤
　
寛
文
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
島
）

交
通
権
の
確
立
に
向
け
て

Q
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
移
動
を
保
障
す
る
交
通
権
の

確
立
に
向
け
て
、
公
共
交
通
網
空
白
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
今
後
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
向
け
て
は
、
地

域
と
一
緒
に
な
っ
て
利
用
促
進
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
地
域
と
の
協
働
体
制

を
整
え
、
交
通
事
業
者
、
有
識
者
に
も
意
見
を
伺
う
中
で
、

必
要
な
検
証
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

台
風
19
号
に
対
す
る
取
り
組
み

Q
県
道
三
島
静
浦
港
線
の
冠
水
は
松
毛
川
の
増
水
が
原
因

で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

を
含
め
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
対
策
を
伺
う
。

A
県
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
松
毛
川
の
浚
渫
土
を
利

用
し
た
修
景
護
岸
等
の
整
備

は
、
事
業
の
目
的
が
治
水
対

策
で
な
い
た
め
、
松
毛
川
上

流
域
の
約
６
９
０
ｍ
の
区
間

に
限
ら
れ
る
。
下
流
域
の
約

５
７
０
ｍ
の
区
間
は
、
今
後

別
事
業
で
の
実
施
を
検
討
し
、

松
毛
川
の
増
水
に
よ
る
災
害

被
害
の
防
止
に
つ
な
げ
る
。

佐
野
　
淳
祥
（
改
革
み
し
ま
）

待
機
児
童
解
消
に
は
、
保
育
士
確
保
が
先
決

Q
待
機
児
童
の
発
生
理
由
に
保
育
士
不
足
が
あ
る
が
、
国

の
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
を
導
入
し
、
保
育
士
確

保
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

A
待
機
児
童
の
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
待
機
児
童
が
生
じ
る
大

き
な
要
因
の
一
つ
に
保
育
士
不

足
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

他
市
町
の
当
該
事
業
の
効
果
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
市
内
保

育
関
係
者
の
意
見
や
希
望
も
伺

い
な
が
ら
、
早
期
の
導
入
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

児
童
の
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」

Q
通
園
中
・
散
歩
中
の
園
児
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
が
多

発
し
、
厚
労
省
が
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」
の
推
進
を
提
案
。
当

市
で
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
令
和
元
年
11
月
12
日
付
け
で
、
内
閣
府
と
厚
生
労
働
省

の
連
名
の
通
知
に
よ
り
制
度
推
進
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
設
定
す
る
手
法
や
設
定
後
に
お
け
る
道
路

管
理
者
や
警
察
署
と
の
協
議
の
場
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
せ
せ
ら
ぎ
号
」
の
延
伸
実
証
実
験
へ
の
心
配

他
の
質
問
事
項

古
長
谷
　
稔
（
新
政
会
）

過
去
最
大
雨
量
の
台
風
19
号
を
踏
ま
え
た
防
災

対
策
の
見
直
し

Q
新
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
複
数
の
避
難
所
体
育
館
の

浸
水
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
校
舎
の
２
階
以

上
部
分
へ
の
垂
直
避
難
の
可
否
を
問
う
。

A
新
し
く
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る
浸
水
想

定
区
域
の
避
難
所
に
お
い
て
、
校
舎
の
２
階
以
上
へ
の
垂
直

避
難
も
想
定
さ
れ
る
。
学
校
職
員
が
不
在
の
状
況
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
災
害
時
の
学
校
に
お
け
る
鍵
の
解
錠
に
つ
い

て
、
学
校
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い
く
。

Q
三
島
市
地
域
防
災
計
画
と
三
島
市
水
防
計
画
と
の
関
係

性
を
踏
ま
え
、
地
区
防
災
計
画
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ど
う
盛

り
込
む
か
、
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

A
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
地
区
防
災
計
画
は
同
じ
目
的
の
事
前

防
災
で
あ
り
、
地
区
防
災
計

画
の
作
成
を
通
じ
て
総
合
的

に
地
域
防
災
力
が
向
上
す
る
。

地
震
だ
け
で
な
く
、
地
区
の

特
性
に
応
じ
、
風
水
害
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
地
区
防
災
計

画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
有
効
な
手
段
、
方

法
を
考
え
て
い
く
。

狩
野
川
堤
防
が
低
く
薄
い
箇
所
の
護
岸
強
化

他
の
質
問
事
項
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総務委員会　7/29～ 31福祉教育委員会　7/8～ 10

経済建設委員会　10/1～ 2議会運営委員会10/28～ 29

ごみ処理施設 －京都府木津川市－

　施設の老朽化や人口増加によるごみ量の増加に
伴い、平成 27年に設計・工事に着手し、平成 30
年 8月に竣工した。全連続燃焼ストーカ方式であ
り、燃焼炉から発生する排ガスの熱を利用して水
を蒸気に変え発電している。施設内の電力はもち
ろん、余剰電力
は売電をし、年
間 4,000 万円の
財政効果とは大
変興味深い。

PFI 事業の見直し －愛知県西尾市－

　公共施設の再配置に向けた PFI 事業は、整備内
容や発注などを含め長期間にわたり民間に一括し
て委ねていたため、市の内部でもごく一部の職員
しか把握しておらず、市民や議会への説明不足や、
資料・契約書の不開示など問題点が多かった。平
成 29年に新市長が就任し、検証と見直しを実施
している。

　平成 25年、通学路に隣接する空き家の倒壊が
発生したことを受け、市役所内の関連部局が集結
してプロジェクトチームを設置した。効率的に正
確な実態を把握するため、自治会への情報依頼に
加えて㈱ゼンリンによる全戸調査を行った。わが
家の終活セミナーの開催やエンディングノートを
独自に作成して活
用するなど、複数
の取り組みは本市
においても参考に
したい。

　平成 30 年 3月 28 日に「議会及び行財政改革
等対策検討特別委員会」を設置し、平成 30年 6
月に特別委員会で協議した上で本会議へ報告を行
い、6月 18 日、市議会本会議で監査委員条例改
正案を可決、議選監査委員を廃止した。
　高砂市は、決算委員会で12日間にわたりチェッ
ク・議論をするなど、監視機能の充実強化を図っ
てきた実績の上で議選監査委員の廃止に至ってお
り、三島市では
まず当面の課題
として、チェッ
ク体制の充実強
化への早期取り
組みが必要だと
感じた。

認定こども園の取り組み －奈良県生駒市－

　待機児童の解消に向けた保育所の整備や、私立
保育園で保育ニーズに応じたサービスが提供され
るよう事業者へ働きかけるなど、さまざまな支援
を行っている。認定こども園の整備については、
預かり保育の時間延長や、クックチル方式による
給食を実施している。

郷土学習の取り組み －奈良県高市郡明日香村－

　日本で唯一村全体が保存地区であり、明日香法
によって伝統文化を守りながら村の発展を目指し
ている。幼小中一貫した郷土学習プログラムによ
り、明日香を語れる人材育成を掲げて取り組んで
おり、年間計画や副読本のほか、地域の協力も大
事な要素となっている。地域に根差した教育を行っ
ていることは大変参考になった。

空き家対策 －岐阜県羽島市－

「議選監査委員廃止の経緯」

日本遺産を活用した観光振興

「議会改革、議会活性化の取り組み」

－岐阜県岐阜市－

　「信長公のおもてなし」を掲げ、観光資源の岐阜
城や長良川などを中心に日本遺産事業に取り組ん
でいる。年度ごとにたてる目標には、確実にステッ
プアップしていく計画性の高さがあった。まちな
か案内人など多彩な事業展開を進めており、何度
も訪れてみたいと思わせる工夫を重ねている点が
すばらしいと感じた。

　亀岡市では議会改革として多様な取り組みがさ
れているが、主に議会基本条例の見直しについて
伺った。
　平成22年の施行後、2年ごとに検証を行ってお
り、独自の検討シートを各会派に配付して条項ご
とにどのような問題があるかを記載してもらい、そ
れについて議会運営委員会で検討、検証している。
　反問権の導入や政策研究会の追加など、数々の
議会改革と議会活性化には刺激を受け、三島市議会
においても同様の取り組みが求められると感じた。

先進地に学ぶ

新庁舎建設 －広島県三原市－

　業務で使用する会議室を、セキュリティ区画の
設定により市民が休日や夜間に利用できるように
するなど、コンパクトで機能的な庁舎である。延
べ面積のコントロールを重視し、ランニングコス
トを抑える工夫を実施していた。

総合型地域スポーツクラブ －愛知県半田市－

　平成 6年に文部省のモデル事業として成岩ス
ポーツクラブを設立させ、平成 15年には市内 5
つの全ての中学校区に存在するようになった。学
校に隣接する施設は地域・学校・行政が連携して

運営しており、
部活動の受け皿
としてだけでな
く地域のコミュ
ニティの拠点に
もなっている。

大垣駅南街区第一種市街地再開発事業
－岐阜県大垣市－

　再開発はにぎわいの創出、まちなか居住の推進、
空き店舗の減少を目標として推進され、駐輪場や
駅前公園の整備、子育て施設の導入などを行って
いる。特に公共施設である「キッズピアおおがき」
は駅前に隣接しており、市民だけでなく市外から
の利用者も多くにぎわいを見せていた。

質の高い市民サービスを提供できる庁舎だと
感じました。特にエレベーターの配置やすべ
ての階に設置された多機能トイレなど、誰で
も安心して利用できるユニバーサルデザイン

はとても参考になりました。

三島市においても、保育需要の増加と
幼稚園需要の低下は現実化している。
スクールバスや給食、保育士の確保など、
多くの課題に取り組む生駒市の姿勢を学ぶ
ことができ、大いに参考になりました。

市民ニーズを的確にとらえている点は
大いに三島駅南口再開発にも参考と
なるものであると感じました。

兵庫県高砂市に学ぶ！

京都府亀岡市に学ぶ！

「あいうえあそぼうとしょかんで」
令和元年度みしま市議会だより表紙のテーマは、「三島市ゆかりの絵本作家」です。
第３回目の今号は、スギヤマカナヨさんのイラストが表紙を飾っています。
スギヤマさんは本の出版だけでなく、各地で講演やワークショップを行うなど幅広くご活躍で、三島市内で
も図書館や小学校、家庭文庫などでワークショップを行い、子どもたちに絵本の楽しさを伝えてくださって
います。この機会に、皆さんもぜひ絵本の世界にふれてみませんか。市議会だよりも、より幅広い世代の方
に親しまれるよう努力してまいります。� 議会だより編集委員一同

【スギヤマカナヨさん】
三島市生まれ。東京学芸大学初等科美術卒業。1993年に渡米しエッチングを学ぶ。
『ペンギンの本』（講談社）で講談社出版文化賞受賞。主な作品に「Ｋ・スギャーマ博士の動
物図鑑」（絵本館）、「ほんちゃん」（偕成社）、「ぼくのまちをつくろう！」（理論社）、「あかちゃ
んがうまれたらなるなるなんになる？」（ポプラ社）、「あいうえあそぼうとしょかんで」（子
どもの未来社）などがある。

より良い三島市を目指して、先進的な取り組みを行っている他自治体へ
視察研修を行いました。詳細は市議会ホームページをご覧ください。

視察報告
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議会だより編集委員会
委員長：村田 耕一　　副委員長：甲斐 幸博　　委　員：沈 久美、宮下 知朗、佐野 淳祥、野村 諒子、河野 月江

令和元年台風19号に伴う
災害に対する義援金について

　このたびの台風19号により亡くなられた皆様のご冥福を
お祈りいたしますとともに、被害にあわれた皆様に心から
お見舞い申し上げます。
　三島市議会では義援金を全国市議会議長会を通じて送金い
たしました。一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

12みしま市議会だより　令和 2年 2月１日

　３つのテーマ別に議会報告会を開催し、グループごとに意見交換を行いました。皆さまのご意見などは、
今後の議会活動を通じて、三島市のまちづくりへとつなげていきたいと思います。

　６会場で119人
の方にご参加いた
だきました。
　アンケート結果
と、いただいたご意
見の一部を紹介い
たします。

議会報告会を開催しました
〜語ろう　三島の未来〜　11月13日・15日・16日

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました

幼稚園・保育園の現状とこれから
●�保育士不足が深刻。賃金の引き上げや、シルバー世代の採用など、

解消に向けて取り組めないか。
●�保育士の人材を呼び込むためにも、特色ある教育・保育の

取り組みができないか。
●小規模保育所の増設を図ってはどうか。

担当▶福祉教育委員会

●グループホームや学生の賃貸、シェアハウスなどに活用してはどうか。
●�自治会と行政で空き家情報を共有してはどうか。また不動産業者と協

力し、早期の売却ができないか。
●�空き家にしないことが重要。子どもに住んでもらうため

にも家族で話し合いを。

担当▶経済建設委員会
空き家対策 ～現状の対応と今後～

みんなで考えよう！将来の公共施設
～庁舎、学校、市営住宅など 102 施設の再配置について～

⃝市役所は、ワンストップで機能が集中していることが望ましい。
●子どもからお年寄りまでみんなが使いやすい市役所庁舎に。
●�生徒が減少していく中で、学校をどう利用していくのか検討す

べきでは。公民館など他の施設との統廃合も検討してはどうか。

担当▶総務委員会   
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　2/ 18(火)		  　　 本会議（議案審議）
　　 27(木)・28（金）	 　　 本会議（代表質問）
　3/ 2（月）～6（金)・9（月）　   常任委員会（予算審査）
　　 11（水）～13（金）	 　　本会議（一般質問）
　　 16（月）		  　　本会議（一般質問予備日）
　　 17（火）		  　　本会議（議案審議）
本会議は午後１時、常任委員会は午前10時の開会予定です。（日程は変更になる場合があります。）

２月定例会のお知らせ


